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１７章②マインドマッフでグノ法プの力を上げる１５７1５６第４部ポヶマインドマップ活用法

理想的である。
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マィンドマップで

グループの力を

上げる 鍵
グループ・マインドマップの作り方

知識を確認し、適切な質１１１】を行うことがプラスの効果を生み出すのは、多

くのｲﾘ1:先で'）jらかになっている。そうした効果はマインドマップを利川する

ことでさらに拡大するだろう。フレーズとシュバルツが1975年にある実験

を行った（*）。参力'1粁を２人一刑1の３つのグループに分け、グループ１で

は、ひとりが文章を読み、その文蹴についてパートナーに質Nilする。グルー

プ２では、ひとりが文TITを読み、パートナーからその文章について質IMIを受

ける。グループ３では、双方が文章を黙読し、パートナーⅡ１１でのやりとりは

なしとする。グループ１と２は、続いて行われた記'億テストで高い成紙を示

したのに対し、グループ３の成紙は非常に低いものだった。

この結釆を見ると、’２１分が知っていることと知りたいことをマインドマッ

プに響き込むことで、読解力が向上する班１１'がわかるだろう。また、学習は

ひとりで行うよりも、２人、あるいはグループで行うほうがはるかに効果が

大きいこと、黙読にくらべて学習対象について話し合うことが有益であるの

もわかる。学習対象を職極的に言葉にすることが、情報処理と記憶再生の効

率を高めるのだ。また、ほかの人との共)可作業は、ユニークな視点を作り出

し、参加者ひとりひとりを結びつけるので、より広範なマインドマップが{｣（

米上がり、満度で統合的な学習が可能になるのである。

グループ．マインドマップを作成する手jIli(は、創造'19マインドマップをひ

とりで作るときとほとんど同じである。違うのは、ひとりでマインドマップ

を作るときは脳内で静かに行われる作業が、グループではメンバーが体を動

かして行うという点だ。

さて、ここで、グループ．マインドマップの作り方を７段階に分けて説Ⅲ］

しよう。

壜織；

この章では、個人の集まりであるグループでマインドマップを作

ひとりひとりの創作能力を統合し、倍増させる方法を学ぶ。

成し、

、玖鰊撫繍ルト…
ケル・ブロックが発表した論文にわかりやすくまとめられている。

「わたしたちは11常生活において、ひとりひとり鍵なる情報を無数に学んで

いる。学ぶ情報が異なるために、それぞれが特有の知識や知覚を持つように

なる。問題解決という課題を他者と共同で行う意義は、まさにそこにある。

他者のマインドマップを結合させることで、連想を他者の範MHにまで広げら

れるからだ」

マインドマップをグループによるブレインストーミングに使えば、総意が

できあがるまでを写しとった「ハードコピー」になり、結果的には、グルー

プの記録、もしくは記憶となる。ブレインストーミングによって、個人の脳

が「グループ脳」を作り上げるためにエネルギーを結集するのだ。マインド

マップは、こうしたグループの進化を反映し、行われた対話を記録するもの

になる。

グループで作成したマインドマップが、優れた思想家がひとりで

作成したマインドマップとほとんど変わらないようなものになれば
１．テーマを決める

テーマを|）]樅にし、Ⅱ的を設定する。グループのメンバーに、討論に必要

Ryuichi
タイプライタ
トニー・ブザン，バリー・ブザン（著），神田 昌典（訳）　『ザ・マインドマップ』　ダイヤモンド社，2005年．
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1５８ 第４部霞マインドマップ活用法
17章鰺マインドマップでグループの力を上げる１５９

な情報をすべて与える。 の作成にとりかかる。

大きめのスクリーンか、大きな紙を壁に貼ったものを使って、基本的な構

造を記録していく。これはグループ全員で行ってもいいし、各グループから

ひとりずつ、マインドマップを書くのがうまい人を選んでもいいし、書記役

をひとり決め、全部のグループのマインドマップを書いてもいい。

考えや要点がはっきりわかるように、色や記号の使い方については、全員
の同意を得る。

ＢＯＩ（基本アイデア）を選び、出た意見はすべてマインドマップで関連づ

ける。この段階でも他のメンバーの意見は素直に聞く。グループ゛マインド

としてここで作成されたマインドマップは、ひとりでブレインストーミング

のためにマインドマップを作る際のステップ２と同じである。
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５．熟成させる

個人でマインドマップを作るときと同じように、グループ・マインドマッ

プにとっても「熟成」は大切である。

これは従来のブレインストーミングと大きく違う点だ。結果が得られるま

で次々とアイデアを出し、分析し、追求していくという従来のやり方では、

脳の能力の一部しか使えず、得られる結果は、その部分の働きよりも小さい

ものになってしまう。脳が本来持っている思考能力を排除してしまうので、

排除した能力を「使わない」だけではなく、使っている能力の共同作業も行
われなくなる。

３.小グループでのディスカッション

次にグループを３つから５つに分ける。メンバーはグループ内でそれぞれ

の考えを発表し、他のメンバーから出た意見を自分のマインドマップに加え

ていく。１時間ほどかけて行う。

：
ここで重要なのは、各メンバーが前向きに他のメンバーの意見を聞くこと

だ。出てきたアイデアは支持し、受け入れる。そうすることによって、アイ

デアを出す脳が、関連づけの鎖を伸ばし続けようとする。鎖をつないでいけ

ば、あまり重要ではなく、ばかげているとか、的外れとかに思えた考えから

有意義なものが生まれることもある。

６.再構築と見直し

少し時間をおいたら、再度ステップ２，３，４を繰り返す。これは新たに

考え出され、統合された思考を取り入れていくためである。すなわち、各自

が速射法でマインドマップを作成し、それを再構築・改良してメインブラン

チを明確にしたら、小グループで意見交換し、マインドマップを改良して、

2つめのグループ全体のマインドマップを作るのである。

すると、最後のステップの前に、２つの大きなグループ・マインドマツプ

の比較ができる。
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1６０第４部舜マインドマツフ活用法
１７章③マインドマッフでグループの力存Ｈｆろ１６１

161ページ下のマインドマップは、デジタル機器会社の取締役８人による

グループ・マインドマップである。８人のメンバーは、マシュー・バク（マ

イクロシステム部長)、トーマス。スピノーラ（セカンドシフト部長)、トー

マス･サリバン（財務部長ハクリス･スラバッハ（フィールドサービス部長)、

ロリータ・ウイリアムズ（部長)、リチャード・コフラー（専門技術部長)、

トニーピゴニア（フィールドサービス部長)､ジョン･ラグズデール（フィー

ルドサービスマネージャー）である。彼らはチームワークの強化のために５

日間にわたって作業を行い、非常に前向きな結論に到達した。

７゜分析と決断

この段階では､12章で概要を述べた方法を用いて､批判的な視点から決断、

目的の設定、プランの構築と校訂を行う。

約８メートルにおよぶグループ･マインドマップを前にするスタンリー博士。

グループ。マインドマップ職こんな場面で艤う

グループ．マインドマップは、次のようなとき使用できる｡

ａ共同作業による創作

、共同作業による記憶再生

ａグループによる問題解決と分析．

、グループによる意思決定

、グループによる企iui述営

、グループによる研修もしくは教育

､悲澱鰯識粁斜……
大きな成果をあげている例が数多くある。

ボーイング社では、技術マニュアルを長さ約８メートルのマインドマッ

プにまとめている。その結果、従来は上級航空技l1iijチーム100人のｲﾘ|:修を

行うのに数年かかったが、それをわずか数週MHに短締することに成功し、約

1100万ドルのコストが削減された（161ページ上の写真)。

エレクトロニカル・データ・システム（EDS）社、デジタル・エクイッ

●

デジタル機器会社の取締役8人によるチームワーク向上のためのグループ･マインドマッフも
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1６２第４部⑯マインドマッフ活用法 １７率②マインドマッフでグループの力を上げる１６３

プメント・コーポレーション、ナビスコでは、雌大120名にもなる上級JlMビ

の特別研修を、グループ･マインドマップおよびマインド･マッピング･オー

ガニック・スタディ・テクニック（MMOST）を用いて行っている。書籍4

11M･から６Ⅱ１分の傭報量に1;11当する内容の研修に要する時MHはわずか１１]で、

受識者は情報をマインドマップ化することによって、班解し、統合し、総括

した上で、各々のIMi務場inへl刈述づけている。

また、オックスフォード大学、ケンブリッジ大学では、エドワード･ヒユー

(『UseYourHead』参照)らの学生が､グループ･マインドマップを利用して、

学習時liMを妓小限に抑えながらも、試験ではほほf股高レベルの結果を得てい

る。

１１k界を几渡すと、「天才ファミリー」といわれる人々が出現している。そ

のような場合は、家族がグループ・マインドマップを形成し、１，W親や、子ど

もたちそれぞれが、追求する知的（しばしば身体的）分野で活躍している。

｢天才ファミリー」の１１々の学課の詳細については、本:il1:２１章と２４章で説

}川する。

共lf1のマインドマップはプロジェクトが長期にわたる場合（著者が本譜を

典1ｉ１で執鉦するのがその例である）に、いくつか利点がある。まず長期ＭＩＩに

わたって何度も行われるミーティングでの対話を刺激し､癖!'Ｌ､記録する。

また、さまざまな共同作業を継続性や勢いを失わずに行う助けとなる。

〉グループ･マインドマップの瓢点
１．人'111の脳にとって１１然な思考法であり、学押法なので楽しんで取り組め

る。

２゜グループ・マインドマップ作成中においては、ＩＭＩ人もグループもどちら

も常に|i１じょうに砿要である。伽１人の貢献が無駄にされることはなく、

｛|川人が得々の知的字1iiを探索する時１N]が噸えれば１１Nえるほど、グループ

に提供し、貢献するものが多くなる。

３・グループ・マインドは個々のメンバーの貢献によって形成されるとli1時

に、ＩＭＩ々のメンバーに知識をフィードバックする。それにより、メン

バーがグループ・マインドに貢献できる能力がさらに樹まる。

４．従来のブレインストーミングに比べて、早い段Wfから、より実jlJlM)で創

造|fnなアイデアを引き{I}すことができる。

５．グループ内で自然発生的にコンセンサスが形成されるため、団結力を強

化し、Ⅱ標達成に向けて一丸となって取り組むことができる。

６゜メンバーから出される意),Lはすべて、有効なものとして受け入れる。

よって、メンバーひとりひとりが、F1分自身の考えがグループのコンセ

ンサスになりつつあるとﾉ,1Aえるようになる。

７．グループ・マインドマップにより、グループの記憶のハードコピーが作

られる。また、ミーティング終了時点で、グループの各メンバーが、活

動成釆について共通の理解を持つことができるようになる（従来の力法

では、参力１１群が得る理解は仮定|,ｌ９なものに過ぎず、あとになってIlilil々の

メンバーの意見が異なることも多い。この点もまた、大きな述いであ

る)。

８.グループ・マインドマップは、メンバーiliFI人にとっても１１１己蒋発の強力

なツールとなるうえ、Illil人がMU迎するアイデアを試したり探したりする

2人で作るマインドマップ

グループ・マインドマップの雑木は、２人の人MIIがパートナーとして共同

作業による創作活動を行うペア・グループ・マインドマップだ。２人でマイ

ンドマップを作る手順は、２１章で税１ﾘjする大人数のグループ･マインドマッ

プとほぼ１１じである。

１.課迦を決める。

２．各々が速射法マインドマップとたたき台のマインドマップを作成する。

３゜２人で話し合い、アイデアを交換する。

４゜雌初の共同マインドマップを作成する。

５．新たに統合されたアイデアについて、個々に熟考する。

６゜共l)リマインドマップの１１J榊築、改良を行う。

７゜分析と恋思決定を行う。



一色Ｉ制 Ｆ１

上ｊ１

Ｙ

,１
１’

1６４第４部②マインドマッブ活用法
1６５

目標として参考になときは、 る。

第５部

本章およびここまでの章で、個人の独自性が強ければ強いほど、自己とグ

１
１

'艀マップを

緯いこなす意法

マイニ
！ループへの貢献が大きくなることがわかったと思う。この独自性を筒めるた

ンドマップのスタイルを作り上げていくのが効果的でめに、自分独自のマイ

楽しいだろう。

,≦H５基二、ｉｉｌｌｉ １８章から２９章では、これまでに習得した

マインドマップのスキルの実践的な利用方法を紹介する。

まず個人で使う方法（自己分析、問題解決、スケジュール表など)、

それから、家族で使う方法、学校などで使う方法

(考え方、教え方、本や講義やビデオをマインドマップで記録する)、

そして最後にビジネスの場面で使う方法について説明する。

新たに開発された、コンピュータを用いたマインドマップ作りや

放射思考の将来についても考えてみたい。

第５部は順を追って読んでもいいし、

睦要だと思う章だけに目をとおしてもいいだろう。

個人およびグループで使用する、

蕊
シンプルでなおかつより発展的な

マインドマップ作成の

繋本的なトレーニングはこの章で終わりである。

第５部では、新しく学んだスキルを活用するための、

１
１刺激的な実例を詳細に検証する。

マインドマップとコンピュータを用いる新たな方法、岐後に、

および放射思考と知的革命の未来に関する

Ｕ
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矼蒋軒の見解を紹介する。

⑩個人編

自己分析

コミュニケーションの問題解決

マインドマップ・スケジュール術

、ファミリー編

知育と家庭学瀞

、教育編

１１１


